
地域で考えるこれからの子育て・教育シンポジウム 

開  催  要  綱 

 

１．目  的  障がいの有無に関わらず、誰もが暮らしやすい地域を目指すことが求められて来まし

たが、平成２８年４月から「障害者差別解消法」が施行されたことにより、そうした動

きは益々重要視されるようになりました。 

そこで本シンポジウムでは、すべての子ども達の育ちや教育を支えるために、分野や

世代を超え、地域の中で私達にできることについて考えることを目的とします。 

 

２．主  催 社会福祉法人 名寄市社会福祉協議会 / 名寄市ボランティアセンター 

 

３．共  催 名寄市 / 名寄市教育委員会  

 

３．日  時 平成２８年６月１４日（火）１６：３０～１８：００ 

（受付１６：００～） 

 

４．場  所 名寄市総合福祉センター 多目的ホール 

 

５．日  程  

16:00  受 付 

16:30 開 会 

        シンポジウム「地域で考えるこれからの子育て・教育」 

           登壇者 松田 隆之 氏 

               (名寄市立名寄南小学校 教諭) 

               岡田  陽 氏（予定） 

               (にこにこひまわり会) 

               久光 雅彦 氏 

               (名寄市教育委員会 学校教育係 係長) 

         進行・助言 我妻  武 氏 

               (特定非営利活動法人 札幌障害者活動支援センターライフ 理事長) 

18:00 閉 会 

 

７．申し込み  平成２８年６月６日（月）までに別紙申込用紙にて事務局までお申込み下さい。 

 

８．そ の 他  ・本事業には共同募金の助成金が役立てられています。 

        ・「児童生徒ボランティア活動普及実践事業担当者研修会」として開催します。 

        ・保育士による託児を行います。希望される方は申込み時にお申し付け下さい。 

        ・手話及び要約筆記通訳が付きます。 

 

 



９．紹  介 

 

我妻 武 氏 

特定非営利活動法人 札幌障害者活動支援センターライフ 理事長 

ＤＰＩ(Disabled Peoples’International)北海道ブロック会議 議長 

１９５８年、北海道の十勝にある本別町出身。１４歳のときに突然歩けなくなり、病院へ行ったところ、脊髄腫瘍が

見つかる。何度か手術をし、病気の進行は抑えられたが、車椅子生活を余儀なくされる。 

一人の医師と出会い、その医師のサポートもあり、我妻氏は障がいを自分のものとして受け入れることができるよう

になる。彼の治療を受けながら、病・虚弱の子ども達がいる養護学校で中等部・高等部へと進学し、卒業後は施設へ入

所することとなる。 

入所施設では、障がい者がたくさんいるということを知る。そしてある職員から「アメリカには障がい者の自立生活

運動がある」ということを聞き、国際障害者年の１９８１年に２週間のアメリカ研修に出かけ、地域の中で障がいのあ

る人達が普通に暮らしている様を目の当たりにする。 

アメリカ研修で刺激を受け、１９８３年、施設を退所して札幌のアパートで一人暮らしを始める。一人暮らしにより、

日常生活を送る上で障がい者には困難や不自由、理不尽なことが多いと実感する。また、何人もの障がい者と関わる中

で、日々直面するこうした問題は、自分達の障がいが原因なのではなく、社会の側に問題があるのだと確信する。 

そうしたこれまでの歩みから、障がい者が社会に参加できるよう、そして障がい者の存在を知らせようとさまざまな

運動を展開されている。 

 

松田 隆之 氏 

名寄市立名寄南小学校 教諭 

総合的な学習の時間を活用し、子ども達一人ひとりが、障がいのある人との関わりの中で自分たちにできることを考

えるとともに、自分たちの考え方・取り組み方次第で地域の一員として貢献することができることに気付けるようにな

ることを目標に、子ども達への福祉教育を積極的に行っている。 

具体的な活動として、名寄市社会福祉協議会と連携し、障がいのある人をゲストスピーカーとして迎えての講話や、

さまざまな体験の機会を設ける等、子ども達が障がいを自分達の生活のこととして捉え、自分達も地域の一員であるこ

とを実感することのできる取り組みを行っており、そうしたこれまでの教育現場での実践についてお話し頂く。 

 

岡田 陽 氏 

にこにこひまわり会 

障がい児者とその家族やボランティアとともに、会員同士の交流行事や地域での福祉活動を行っているニコニコひま

わり会の一員。ニコニコひまわり会での普段の活動の様子を踏まえながら、障がい児の保護者という立場から、障害者

差別解消法に対する考えや、地域で障がいのある子どもを育てている実践についてお話し頂く。 

 

久光 雅彦 氏 

  名寄市教育員会 学校教育係 係長 

名寄市教育委員会では、看護師の派遣等を通じて、重度心身障がいがあっても、普通学校で教育を受けられるよう環

境を整えており、障がいに関わらず、子ども達が平等に教育を受けられるように、すべての子ども達の教育の保障や充

実を進める立場から、障がいのある子どもが地域でその人らしく暮らすためにできることや、教育機会の重要性等につ

いてお話し頂く。 

 

 

 

［お問合わせ・お申込先］ 

社会福祉法人 名寄市社会福祉協議会 地域支援係 

      〒096-0011 名寄市西１条南１２丁目 名寄市総合福祉センター内 

TEL：０１６５４－３－９８６２／FAX：０１６５４－３－９９４９ 

Ｅ-ｍａｉｌ：chiiki@nayoro-shakyo.jp 


